
海外のヴィーガン市場

• ヴィーガン・グルテンフリーのニーズは圧倒的に増加

 全世界でヴィーガン人口は10パーセント程度

• 北米・ヨーロッパ・オセアニアはヴィーガン・グルテンフリーに関
する意識も非常に高いため、輸出メリットも増加してきている

 アメリカのレストランではヴィーガンメニューが確実にある

 北米の中でも、西海岸でのヴィーガンニーズが大きく、
西海岸から東海岸へトレンドが広まっている認識

• 東南アジアはまだヴィーガン・グルテンフリーに対する意識は
あまり高くない

• 家庭内での習慣でヴィーガンになるケースも多く、ヴィーガン
の家族はヴィーガンというイメージが多い

• ヴィーガン志向の年齢は多岐にわたる認識で、ヴィーガンが
多い年齢等の傾向は観測していない
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海外のヴィーガン市場 (Whole Foods U.S.)
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ヴィーガン認証
• ヴィーガンにおける認証や定義は様々だが、自社商品は動
物性の原料が含まれないように注意している

 ゼラチン・砂糖等の原料にも動物性原料が含まれない
いよう注意

 出汁は昆布のみでカツオは使っていない

• 日本国内のヴィーガン認証機関で認証を取得

 オーガニック商品であれば認証を求められるが、ヴィー
ガン商品はディストリビューターの考えで認証の必要
性が変化する

 BtoB向けの輸出に注力している現時点においては、
ヴィーガン認証や証明の提示を求められたことはない

 ヴィーガン認証の基準も、認証機関に応じて変化す
るため、認証を取得する際は可能な限り厳しい基準
の機関で取得することが、信頼性の担保に効果的

 輸出において最も理想なのは国際認証なため、次ス
テップとして国際認証取得を図る
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輸出関連の受賞歴

「令和３年度 輸出に取り組む優良事業者表彰 」
農林水産省 輸出・国際局長賞を受賞しました。

詳しくはこちらから↓(農
林水産省ホームページ）
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https://www.maff.go.jp/j/shokusan/export/r302.html
https://www.maff.go.jp/j/shokusan/export/r302.html


大京食品のCSR
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